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製材品

ツキ板

合板・LVL・集成材等

MDF
（中質繊維板）

木質原材料

持続可能な
木材資源を用いる

木材資源を
無駄なく利用する

木材資源の循環を促し、
新たな素材に再利用

サーキュラーエコノミーの実践としての木材活用 製　品

不用となった木材資源を
使用後も再加工して再び資源へ。

再資源化 解体

木質原材料

木質原材料

木質原材料

一般住宅、店舗、オフィス等

サーキュラーエコノミーで持続可能な未来のくらしを実現

製品の使用

炭素貯蔵の役割を果たす

木材資源の循環が生む価値
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当社グループでは、これまで使われていなかった廃材や間伐材などの木材資源を有効活用する「マテリアルリサイクル」に着目し、
1969年からパーティクルボードの製造・販売を開始しました。
建築廃材を活用することで、廃棄物の削減につながるだけでなく、新たな木材の伐採を抑えることができ、森林資源の保護に貢献
しています。半世紀以上に渡り、資源を活かしながら、地球にやさしい循環型ものづくりを継続しています。

資源の枯渇や様々な環境課題の解決に向けて、「持続可能な木質資源を用いる」、「木材資源を無駄なく利用する」、「木材資源の循環を
促し、再利用する」という事業活動を展開しています。
今、サーキュラーエコノミーとして世界的に注目されている循環型の経済システムは、当社グループが業界に先駆けて実践してきた取り組みです。
※サーキュラーエコノミーとは、廃棄物も削減し、資源を循環させ、持続可能な社会を実現するための循環型の経済システムです。

木の成長

木材利用
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炭素（二酸化炭素）を吸収

間伐材→有効活用

再生

製品で炭素固定

炭素を固定することで温室効果ガスの排出抑制につながる

炭素貯蔵

製品化

解体

木材チップ
木粉

パーティクルボード製造工場や
サーマルリサイクルで再利用

マテリアルリサイクル

パーティクル
ボード

住宅資材事業

木質ボード事業

室内階段

洗面化粧台

キッチン

シューズボックス クロゼット 室内ドア

テレビボード

化粧用台板など 構造用、フロア台板ほか

フローリング
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製品の中に炭素を固定

木材・木質原材料に
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